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第５回中野区交通政策推進協議会（第２期） 

１．日時・会場 

令和８年（２０２６年）８月３日（月）午前１０時００分から午前１１時３０分 

中野区役所 ６階 ６０４、６０５会議室 

 

２．協議会の様子 

   

 

３．議事 

 要領の一部変更について 

反対意見が無かったため、協議事項は可決された。 

 

４．報告事項 

コミュニティ交通について（みはとバス） 

【主な意見】 

○運行を開始してから利用者が増加傾向である一方、１０人乗りの車両が原因で乗り残しが課

題となっているため対策を考えるべき。 

〇増便を検討する中で、双鷺橋の工事に伴い運行休止となっている停留所を今後廃止とする際

は、利用者アンケートや地元の方々と協議の上総合的に判断していただきたい。 

 

中野区地域公共交通計画の取組について 

【主な意見】 

○地域公共交通特定事業として具体例を示した上、中野区で取り組む方向性を考えていくべき。 

〇その中で補助を受けることが目的にならない様に、中野区民や各交通事業者の悩みや課題を

解決するために資金的支援が合理的であれば補助を受けるという形で計画づくりを進めてい

ただきたい。 

 

公共交通の利用促進について 

【主な意見】 

○中野区内の外出率と移動回数を上げたいという目的に対してこの施策を通し、どのようなデ
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ータを取得し、どのように検証していくか、事前に整理をしていくべき。 

〇取組は画期的であるが、次につなげていくためにも、まずは細かい制度設計をする必要があ

ると思う。 

〇乗り継ぎをする利用者目線で考えると乗り継ぎを待つ空間に関する視点があると面白いので

はないか。空間的な工夫で便数の少なさをカバーしたり、規模を問わずに各駅、バス停のポ

テンシャルを上げられる可能性があると思う。 

〇目標が大きすぎると感じるため、効果検証に繋がる様な目的の設定、アンケート設計をして

いただきたい。 

〇決済方法も多様化する中で、そのニーズを把握して事業者に共有する様なことも検討いただ

きたい。利用状況から現在の需要と、今後の需要を整理できると良いのではないか。 

〇運転手不足等の事業者側の課題があり、今後その課題に取組むことを考えると現在の交通空

白地域を減らしていくという考え方、ネットワークを現状のまま維持するという考え方を再

検討する必要があるのではないか。 

 

以上 


